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出町ゆかり
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日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
12
月
３
日
、
濱
田
剛
史
市
長

に
、
来
年
度
の
災
害
関
連
予
算
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
、
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。
要
望
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

台
風
21
号
に
よ
る
山
林
被
害

国
が
激
甚
災
害
に
指
定

　

９
月
４
日
の
台
風
21
号
に
よ
り
、
樫
田
地
域
を
中
心
に
、
高
槻

市
内
の
山
林
６
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
甲
子
園
球
場
約
１
６
０
個
分
）

に
わ
た
っ
て
、
甚
大
な
倒
木
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
10
月
半
ば

か
ら
、
川
に
落
ち
た
木
を
除
去
す
る
な
ど
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
倒
木
の
撤
去
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
は
大
阪
府
を
通
じ
て
、
国
に
こ
の
倒
木
被
害
を
激
甚
災
害
に

指
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
指
定
さ
れ
る
と
、
復
旧
に

取
り
組
む
大
阪
府
森
林
組
合
に
対
す
る
国
と
府
の
補
助
が
増
え
ま

す
。日
本
共
産
党
市
議
団
も
、６
月
議
会
で
中
村
れ
い
子
議
員
が「
激

甚
災
害
が
適
用
さ
れ
れ
ば
補
助
率
が
上
が
る
。
大
阪
府
に
要
望
を
」

と
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
、
国
は
高
槻
市
の
山
林
被
害
を
激
甚
災
害
に
指
定
し

　

意
見
交
換
で
は
、
特
に
台
風
21
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
か
ら
の

復
旧
や
大
阪
府
か
ら
の
支
援
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

１，災害関係の予算
・被災者生活再建支援法の適用を受けられた世帯や、
「解体せざるを得ない世帯」と認められず、法適用されな
かった半壊世帯についても、生活再建に向けた相談をき
め細かく行うこと。
・一部損壊で修復に百万円以上かかる場合は、補助額
を引き上げること。
・国民健康保険、介護保険での災害減免を来年度も引
き続き実施すること。
・民間ブロック塀撤去補助について、受けやすいようにす
ること。
・大阪府の被災者生活再建支援法と同等の補助を、台
風２１号の被害にも適用させることが１２月府議会で提案さ
れる。市でも１２月議会で予算措置を行うこと。

２，小・中学校、公共施設の老朽化対策
老朽化を調査し、優先順位をつけ対策を講じること。

３，台風２１号での山林被害への対策
　激甚災害の指定を受け、森林災害復旧事業に取り組
まれるが、道路や河川、民家に面している１２３ヘクタール
被害面積の２割だけである。それ以外の被害山林の復
旧については、国や大阪府に要望するとともに、市として
も再生の計画を作成すること。

２０１９年度の災害関連の施策と予算への要望

ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、集
落
や
道
路・川
の
付
近
１
２
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
優
先
的
に
復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
は

森
林
組
合
が
行
い
、
５
年
間
の
計
画
で
全
体
の
事

業
費
は
約
７
憶
円
で
す
。
森
林
組
合
が
行
う
復
旧

事
業
に
対
し
、
国
が
２
分
の
１
、
大
阪
府
が
６
分

の
１
補
助
し
ま
す
。
残
り
３
分
の
１
の
９
割
を
高

槻
市
が
補
助
し
ま
す
（
上
表
）。

大
阪
府
の
補
助
が
少
な
す
ぎ
る

　

全
体
の
復
旧
費
用
は
、
大
阪
府
が
単
価
を
決
め

て
算
出
し
ま
し
た
。
宮
本
雄
一
郎
市
議
は
12
月
４

日
の
市
議
会
で「
大
阪
府
が
決
め
た
単
価
が
低
い
」

「
大
阪
府
の
補
助
額
が
被
災
地
で
あ
る
高
槻
市
の

55
％
し
か
な
い
の
は
問
題
」
と
、
述
べ
、「
府
に

単
価
を
引
き
上
げ
、
負
担
割
合
を
増
や
す
こ
と
を

要
望
す
る
べ
き
」と
市
に
求
め
ま
し
た
。
市
は「
必

要
に
応
じ
、
大
阪
府
へ
要
望
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

国 府 高槻市高槻市
森林組合

山林復旧事業費の負担割合

50％ 約16.７％ 約30％
約3.3％
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市
は
12
月
10
日
の
福
祉
企
業
委
員
会
協
議
会
に
、
南
芥
川
町
の

夜
間
休
日
応
急
診
療
所
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
始

め
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
隣
接
す
る
三
島
救
命
救
急
セ
ン

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
、
一
般

質
問
し
た
議
員
全
員
の
氏
名
と
会
派
名
、
質
疑
内
容
を
載
せ
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

質
問
者
全
員
の
氏
名
や
質
疑
内
容
の
掲
載
は
全
国
の
中
核
市
46
市
の
う
ち
、
38
市
、
約
82
％

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
昨
年
度
時
点
）。

　

11
月
29
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
、
中
村
れ
い
子
議
員
は
予
算
を
増
や
さ
ず
に
現
状
の
２

ペ
ー
ジ
か
ら
始
め
る
こ
と
、
記
事
の
原
稿
は
議
会
事
務
局
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

議
員
本
人
が
作
成
す
る
こ
と
、
開
始
時
期
は
市
会
議
員
選
挙
後
、
最
初
の
一
般
質
問
が
あ
る

来
年
６
月
議
会
か
ら
と
す
る
こ
と
こ
を
提
案
し
ま
し
た
。
委
員
会
当
日
は
議
会
事
務
局
が
作

成
し
た
、
記
事
レ
イ
ア
ウ
ト
の
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
下
）。
そ
れ
以
外
に
も
市
議
本
会
議

の
ラ
イ
ブ
（
生
）
中
継
を
提
案
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
中
継
は
予
算
を
伴
う
こ
と
や
機
器
の
設

置
工
事
に
一
定
の
期
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
来
年
９
月
議
会
か
ら
実
施
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

大
阪
北
部
地
震
、
台
風
21
号
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
修
理
工

事
が
停
滞
し
て
い
ま
す
。
職
人
が
足
り
ず
、
資
材
が
調
達
で
き
な

い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。

　

高
槻
市
は
震
災
、
台
風
の
り
災
証
明
で
一
部
損
壊
と
判
定
さ
れ

た
住
宅
の
修
理
費
用
に
補
助
金
を
支
給
し
て
お
り
、
11
月
末
時
点

の
申
請
件
数
は
２
３
２
５
件
で
す
。
同
補
助
金
は
、
来
年
３
月
末

ま
で
に
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
支
給
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と

一
部
損
壊
住
宅
の
修
繕
補
助
金
来
年
４
月
以
降
も
申
請
可
能
に

一
部
損
壊
住
宅
の
修
理
補
助
、来
年
４
月
以
降
も
申
請
可
能
に

か
ら
、「
そ
ん
な
に
早
く
工
事
は
終
わ
ら
な
い
」
と
補
助
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
声
が
被
災
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
者
の
要
望
を
受
け
、
市
は
12
月
４
日
の
市
議
会
本
会
議
で

「
多
く
の
市
民
の
方
か
ら
申
請
期
限
の
延
長
に
つ
い
て
ご
要
望
を
頂

い
て
い
る
」「
申
請
期
限
の
延
長
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

し
か
る
べ
き
対
応
を
取
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
受
付
期
間
の
延
長
を

表
明
し
ま
し
た
。

タ
ー
の
移
転
計
画
に
伴
い
、
耐
震
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
同
診

療
所
の
今
後
に
つ
い
て
も
、
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

同
診
療
所
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
に
は
、
一
日
２
０
０
人
近

い
人
が
受
診
す
る
な
ど
（
上
表
）、
重

要
な
病
院
で
す
。
市
は
、
協
議
会
に

診
療
科
目
を
減
ら
さ
ず
守
る
こ
と
な

ど
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」（
上
記
）

を
示
し
ま
し
た
。

　

宮
本
雄
一
郎
議
員
は
「
市
民
か
ら

頼
り
に
さ
れ
て
い
る
診
療
所
で
あ
り
、

診
療
科
目
の
確
保
」
な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。

昨年度の患者数

昨年度ピーク時（１月）

同上（２月）

3万2606人（うち小児1万6835人）

5502人（うち小児2727人）

3955人（うち小児2164人）

夜間休日応急診療所の来院状況 夜
間
休
日
応
急
診
療
所
の
今
後
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
り
ま
す

議
会
改
革
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

⑴現行の初期救急医療体制の維持
　現行の診療科目（内科、外科、小
児科、歯科）及び後送体制の確保を
図る
⑵設置場所の検討
　駐車場を含めた施設の狭隘性（狭
さ）や耐震化の課題を解消するため、
現地からの移転を検討する
⑶地域医療のバランスに配慮
　設置場所は、地域の医療環境を踏
まえて検討する
⑷小児初期救急医療体制の広域化の検討
　現行の広域体制が継続できるよ
う、三島二次医療圏の３市１町で検
討する

基本的な考え方
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